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ステークホ

ルダー要求

分析 

 

想定している

品質 

（テスト可能 

な範囲） 

想定されていない品質 

（テスト不可な範囲） 

 

テストする 

範囲 

テスト

観点 

シナリオに

よる分析 

ユース 

ケース 

ハード 

要件 

テスト

観点 

モデリ 

ング 

実現性 

次期提案要素 

テスト観

点の精査 

テスト要求分析 テストアーキテクチャー設計 

テスト詳細設計 

仕様書に

よる分析 

機能テスト 

使用性テスト 性能テスト 

負荷テスト 
信頼性テスト 

保守性テスト 

セキュリティ

テスト 

機能テスト 

信頼性テスト 

機能テスト 

信頼性テスト 

性能テスト 

テストのサイクル１ テストのサイクル２ 

機能テスト 

使用性テスト 

性能テスト 

負荷テスト 

信頼性テスト 

保守性テスト 

セキュリティ

テスト 

テストタイプ 

セキュリティ

テスト 

テストのサイクル３ 

テストのサイクル４ 

テストのサイクル５ 

機能テスト 

使用性テスト 

性能テスト 

負荷テスト 

信頼性テスト 

保守性テスト 

セキュリティ

テスト 

状態遷移図作成 

機能間 

状態遷

移 

シナリ

オ 

ユースケース

フロー図作成 

テストルート

パターン抽出 

デシジョン

テーブル作成 

状態遷移表作

成 

テストルート

パターン抽出 

テスト 

対象観点 

優先度 

最適な抽出

方法の精査 

テスト要求

分析での分

析情報 

テスト条件抽出方法の精査 

非機能要求 

一覧 

因子水準

の精査 
要求事項と

目的の抽出 

各観点（因子） 

テスト条件抽出（機能テスト） 

テスト要求

分析での分

析情報 

テスト

条件 

テスト

条件 

組み合わせパ

ターン表作成 

テスト

ケース 

テスト条件

表の作成 

テスト条件抽出（機能テスト以外） 

テストケース抽出 

テストタイプ 

機能テスト以外のテストタイプ 

機能のテストタイプ 

テスト詳細設計を含むテスト設計の全体像を以下に示す。 

凡例： 

情報や名称 

プロセスや作業の区分を示す テスト設計プロセス 

テストする範囲 

テスト観点 テストタイプ 

情報や作業の方向を示す プロセスを示す テストの実行方法 

テスト設計技法 

テスト設計全体像 
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テストしたい要求の範囲とテスト観点を明確にし、テスト対象範囲とテストの全体像を作成する。 

目的 

１．ステークホルダー 

要求分析 

ステークホルダーごとの

要求を分析し、テスト観

点として抽出すべき要求

を明確にする。 

２．シナリオ分析 

「想定内」、「想定外」、

「障害時」のシナリオを

基に考えられる非機能要

求を明確にする。 

３．仕様書分析 

 仕様書の記載されてい

る内容を基に「商品購入

者」、「販売者」、

「ハード」の観点から 

機能要件を明確にする 

４．テスト観点の抽出 

各分析で明確になった 

要求から、テストすべき

観点を抽出する 

５．テスト観点 

モデリング 

抽出したテスト観点

よりテスト観点図を

作成し、モデリング

を行う 

ブレーンス

トーミング 

ブレーンス

トーミング 

仕様書分析 

６．テスト対象範囲 

の設定 

モデリング結果を基に 

「テストタイプ」と 

「タイプごと主要観点」

を整理し、必要かどうか

の精査を行う 

最終成果物 

テスト対象範囲表 

方法 

テスト要求分析 1/4 

仕様書 
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テスト要求分析 2/4 

テストの全体像を明らかにするためのテストタイプ導出に向け、テスト観点の抽出を実施する。 

ステークホル

ダー要求分析 

シナリオ分析 

仕様書分析 

分析 

した要求 

状態 連動 競合 

タイミング 処理 

優先度 

制御 

入出力 パラメータ 

ユースケース 

単機能 機能間 

状態 連動 競合 

タイミング 処理 優先度 制御 

入出力 パラメータ 

ユース
ケース 

要件 テスト
観点１ 

テスト
観点２ 

テスト
観点３ 

テスト
観点４ 

返金 アクターが返金ボタン
を押下した場合、返金
処理を開始する 

状態 機能 パラ
メータ 

競合 

テスト観点 
観点抽出_仕様

書分析 

モデリング_仕様書

分析 

機能 

テスト観点 

テスト抽出対象 

順序関係を表す 

テスト観点間の組み合わせ 

の必要性を表す 

凡例 

テスト観点 

テスト観点の抽出 

全体の流れ 
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テスト要求分析 3/4 

テスト観点１ 

連動 

テスト観点２ 

機能 

テスト観点３ 

入出力 

テスト観点４ 

しきい値 

テスト観点５ 

可変値 

テスト観点６ 

性能限界 

機能 

機能間 

連動 

処理 

パラメータ 

可変値 

入出力 

バリエーション しきい値 

単機能 

初期値 

状態 

タイミング 

性能 

運用性能 単体性能 複合性能 

レスポンスタイム 

リカバリー性能 性能限界 

機能 状態 シナリオ 上位に追加し

たテスト観点 

品質特性から抽出さ

れたトップダウンの

テスト観点 

並列の順序

性を表す 

モデリングしてい

く際に抽出された 

上位のテスト観点 

ボトムアップから

考えられるテスト

観点 

テスト観点図作成とモデリングの考え方 

必要なテストタイプ、およびテストタイプ毎のテスト観点の関連性を明確にする。 

組み合わせ 

関係を表す 

テスト観点モデリング 

（例：仕様書分析） 

テスト観点図 
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 仕様書、シナリオ、ステークホルダー分析でテスト観点を抽出した。 テストアーキテクチャー設計を行う

にあたり、本当にテストすべき観点かどうかを精査し、テスト対象範囲を設定する。 

観点抽出_仕

様書分析 

観点抽出_要

求分析 
テスト観点

精査表 

テスト観点図 

精査対象のテス

ト観点を抽出 

テスト観点必要

可否判断基準に

よる精査 

テスト観点の精査 

テストタイプの優先度付け 

重要度 

影響度 

評価基準 

テスト対象範囲の設定 

テストタイプ

優先度表 

テスト観点精

査表 

テストタイプ

優先度表 

テストタイプ毎

にテスト実施目

的、テスト対象

観点をまとめる 
テスト対象

範囲表 

テストすべきテス

トタイプ、テスト

観点を決める 

基準を基にテス

トタイプの優先

度を決める 

テストタイプの

定義を決める 

観点抽出_シ

ナリオ分析 

テスト対象範囲の設定 

テスト要求分析 4/4 

全体の流れ 
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使用性テスト 

保守性テスト 

機能間 

状態 

連動 

複合性能 

運用性能 

テストのサイクル１ 

シナリオ 
想定内の

振る舞い 

理解性 

習得性 

運用性 

視認性 

人の特徴 

操作性 

外部環境 

障害許容性 

フェイルセーフ 

回復時間 

回復性 

機能 

平均故障間隔 

外部環境 環境適応性 セキュリティ 
貨幣以外

投入 

安全性 
商品 

自動販売 

状態 

性能テスト 

負荷テスト 

連動 

機能間 セキュリティテスト 

信頼性テスト 

機能テスト 

信頼性テスト 

テストのサイクル２ 

盗難 不正行為 

セキュリティテスト 

シナリオ 
障害時の

振る舞い 

機能テスト 

操作 

シナリオ 
想定内の

振る舞い 

機能テスト 

想定外の

振る舞い 

負荷 

成熟性 長期安定化 

信頼性テスト 

競合 

テストのサイクル３ テストのサイクル４ 

テストタイプの優先度、観点の関連性、条件や環境の関連性等を考慮したテストの全体像を以下に示す。 

凡例： 

テストのサイクル５ 

成熟性 長期安定化 

信頼性テスト 

運用性能 

性能テスト 

テストタイプ テストのサイクル テスト主要観点 優先度を考慮した順序性を示す 

観点間の詳細関係を示す テスト条件、環境等を使用できる関係と方向を示す 

テストアーキテクチャー設計 
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テストケース抽出 

機

能

間 

状態

遷移 

シナ

リオ 

テスト要

求分析で

の分析情

報 

各観点（因子） 

機能テスト以外

のテストタイプ 

機能のテストタイプ 

テストパターン

ごとのテスト条

件とアクション

を明確にする。 

テスト条件の抽出 テスト条件抽出方法の精査 

負荷テスト 

信頼性テスト 

性能テスト 

セキュリティ 

テスト 

使用性テスト 

保守性テスト 

最適なテ

スト条件

抽出方法

の精査 

機能テスト 

テスト詳細設計の全体の流れを以下に示す。 

ユースケース

フローよりテ

ストルートパ

ターンを明確

にする。 

要求事項と目

的を抽出する。 

状態遷移図

を再作成し

テスト条件

を抽出しや

すくする。 

テスト条件とな

る因子、水準を

精査する。 

ユースーケース毎に利用シーンを

想定してユースケースの組合せパ

ターンを明確にする。 

ユース

ケース

フロー 

デシ

ジョン

テーブ

ル 

ユースケー

ス毎に機能

間の流れを

明確にする。 

テスト

ルート

パター

ン表 

状態

遷移

図 

イベント、

状態遷移か

らテスト

ルートを抽

出する。 

イベント毎

の状態遷移

条件を明確

にする。 

状態遷

移表 

テスト

ルート

パター

ン表 

ユース

ケース

シナリ

オ 

テスト要求

分析での分

析情報 

非機能要

求一覧 

テスト

条件表

_(因子

水準) 

テスト条件 

テスト

条件表 

テスト条件表をも

とにテストケース

を作成する。 

テスト

ケース 

テスト詳細設計 
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テスト設計の評価 

テストの網羅性を高めた十分なテストケースの作成 目標の評価 

品質の保証 

100% 

テ

ス

ト

網

羅

率 

実際に行

うテスト 

網羅度 テ
ス
ト
す
る
範
囲 

テ
ス
ト
し
な
い
範
囲 

仕様書 明確 

当たり前品質 

仕様書 不明確 

隠れた要求質 

想定されていな
い品質 

（テスト不可な
範囲） 

想定している
品質 

（テスト可能
な範囲 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
求
め
る
品
質 

テストする範囲と隠

れた要求（仕様書の

不明確な点）を明確

にし、テスト網羅度

をできるかぎり１０

０％に近づける 

想定している品質（テ
スト可能な範囲）を明
確にし、テストケース
を作成する 

テスト不可の範囲と
要求を明確にし、次
期提案の要素として
提案を行う 

提案項目数：５３件 

仕様書に記載すべき 

項目数：４０件 

仕様書 明確 

・要件数：229件 

・テストケース数：149件 

仕様書 不明確 

・要件 0件 

・テストケース数：213件 


